
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果
指標を達成した教師80％以上
○４，５，６年生は、１２月の県学習状況調査で県平均
以上。１，２，３年生はCRTテストで全国平均以上。

・教職員間でマイプランを共有し、校内研修を通して、
取組の推進を図る。
・「授業づくりのステップ」等を活用したり、授業につい
て教師間で情報交換をしたりしながら、授業改善に取
り組む。

・ ・ ・
学力向上

○主体的に学習に取り組む態度を向上させるた
めに「期待する学びの姿」をめざした授業づくり
○思考力・判断力・表現力を高めるための言語
活動を充実させた授業づくり

○「めあてをもって、進んで学習に取り組む
ことができたに肯定的な回答をする児童の
割合が８０パーセント以上。」
○「自分の考えを表現することができたか」
に肯定的な回答をする児童の割合が８０
パーセント以上。

・意欲を高める課題設定と見通しがもてる単元計画を
設定する。
・自分の考えを明確に表現する言語活動を計画的に
取り入れる。
・朝のスキルタイムでは、学習カルテや学習相談等を
生かし、個に応じた学習課題に取り組ませる。
・月に一度、家庭学習パワーアップ習慣を設け、児童
がめあてや課題を決めて、自主的に取り組ませる。

・ ・ ・

研究

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳の学習等で意見交流を通して様々な価値
観をもたせることができた回答する職員を７０％
以上。
○「友達のよいところを見つけたり、ぽかぽか言
葉を使うことができた」児童を７０％以上。

・道徳の学習で、葛藤場面を仕組み、道徳的価値に気
づかせ、自己の意識を変えて日々の生活の中で行動
できるように促す。
・ぽかぽかの木の取組、平和集会や人権標語等を通
して、命の大切さや公平、公正の大切さに気づかせ
る。

・ ・ ・

人権･同和教育　道徳

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等に向けて、気になる子等に
対して組織的にかかわることができたと回
答する教員の割合が80％以上。
○Q-Uテストで学級生活不満足群の割合が
全国平均以下

・毎月児童に「心のアンケー」トを行い、気になる
児童の把握、対応をする。
・職員連絡会後に、気になる児童の情報交換を
行い、共通理解を図る。
・いじめに関する法的解釈や対応等にかかわる
研修会や共通理解の場を年３回程度設ける。

・ ・ ・

生徒指導　教育相談

◎児童生徒が志をもって夢をかなえるた
め、教育環境を整え、一人一人に活力を
持たせる教育活動の充実

〇「自分には良いところがある」という児童
が８０％以上。
〇「松梅のよさを知っている 　よさが分かっ
た」という児童が８０％以上。

・体験活動を通して、経験や達成感を積み重ね、自己
肯定感や自己有用感を高める。また松梅のことを学ん
だり、地域の方と関わったりすることで、ふるさとのよさ
に触れさせ、誇りや自信をもたせる。
・「ゆめノート（キャリア・パスポート）」を活用し、夢や希
望について考えさせ、目標を意識させながら学習や活
動に取り組ませる。

・ ・ ・

キャリア教育　総合的な学
習

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」 ○「早寝・早起き・朝ごはんをがんばるこ
とができた」児童が70％以上。

・家庭学習パワーアップ週間に合わせて、生活リ
ズムについて記録をさせることで、自己の生活リ
ズムを振り返させる。
・専門的な知識を持った職員と連携し、TT授業
（健康、食育など）を行う。
・お便り等を通して、睡眠や朝食の大切について
保護者への啓発を図る。

・ ・ ・

保健　体育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
〇「タイムマネジメントを意識して、業務改善に努
めた」職員が８０％以上。

・18:30以降の勤務を申告制にし、職員のタイム
マネジメント力の向上させる。
・定期的に業務効率化についてのアイディアを共
有する機会を設け、職員の意識向上を図る。

・ ・ ・
副校長

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○個に応じた教育の充実

○学習や生活におけるつまずきを把握し、
個々に応じたかかわりを行う。

○「学校が楽しい」「進んで学習に取り組ん
だ」と肯定的な回答をする児童の割合が、
80％以上。

・「生活・学習実態把握表」をもとに、児童のつま
ずき等を把握する。
・特別支援教育コーディネーター等と連携をし、
個々に応じたかかわりの検討、実施を行う。

・ ・ ・
特別支援教育

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立松梅小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上対策評価シートのマイプランの成果を意識した取組を促進した。今後は、授業での学習カルテの活用、学ぶ力をはぐくむ授業づくりに小中で協働して取り組んでいくことが必要である。

・いじめの早期発見・早期対応体制や未然防止の取組を充実させることができた。

・業務改善への職員の意識向上し時間外勤務時間の減少など一定の成果があった。さらに、業務の削減にも取り組んでいく必要がある。

２　学校教育目標 ふるさと松梅を担う心身ともに調和のとれた子どもの育成

３　本年度の重点目標

①社会に開かれた教育課程の実現

②学校運営協議会制度を生かした小中一貫教育の推進

③安心・安全な学校づくり（集団に不適応を起こしている児童生徒への対応）


